
お問い合わせ先

中谷財団 検索

〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5番1号　
国際健康開発センタービル（IHDビル）5階 神戸分室 
次世代理系人材育成プログラム助成担当
https://www.nakatani-foundation.jp/
お問い合わせは、上記HPの「お問い合わせフォーム」よりお願いします。

科学への関心と意欲のある
中学生に向けて

科学への関心と意欲のある
中学生に向けて

受講生の募集
受講希望者を学校の枠を超えて地域から広く公募し、受講
生の意欲・能力を客観的に評価し選抜してください。
教育委員会の協力を得るなどして、募集が広く周知され、
多くの生徒に機会が与えられるようにしてください。

応募
方法

当財団ホームページにて、募集要項、FAQを確認の上、ウェブ申請してください。
トップページの「マイページ」より基本情報登録（ID取得）を行ってください。

助成採否のご連絡は
３月上旬に致します

2026（令和8）年

10.1 -11.20木 金募集期間
2027（令和9）年度助成の

参加

募集・選抜 応募

中谷財団助成

次世代理系
人材育成
プログラム主実施機関

大学・高専

教育
委員会

企画・運営

運営状況確認

共同実施機関

研究機関等

理数系に優れた
資質を持ち科学技術
への関心が高く

意欲のある
地域の中学生

協力

審査方法
審査委員会による書類選考を行い、通過された機関を対象に面接
審査を行います。

［2027（令和9）年1月30日（土）を予定］
面接審査の要否は12月末頃実施担当者宛にご連絡します。

大学や高専が、理数系に優れた資質を持つ中学生を発掘し、多様な興味、関心を汲み取って伸ばし、
将来、科学技術分野で活躍する人材を育てる体系的なプログラムに対して助成します。

助成対象

応募資格

助成金額

全国の国公私立大学・
高等専門学校 （主実施機関）

年間500万円を上限に
最大５年間支援 （最大年2件程度）

対象受講生 中学1～３年生
助成期間 2027（令和9）年4月から

2032（令和14）年3月までの5年間

大学・高専等が地域拠点となり理
数系に興味のある中学生の能力
を更に質的に伸長させる取組

募集概要

後　援

地域の期待と、成長への
想いを込めたプログラムです。
地域の期待と、成長への

想いを込めたプログラムです。

次世代理系人材育成
プログラム助成



将来
科学技術分野で

活躍する

次世代理系
人材へと成長

2026（令和8）年度採択機関の企画紹介

東北公益文科大学

情報技術を活用して身近な課題を解決する　鳥海塾　
次世代理系人材育成プログラム

つながる！ハカセ塾　久留米高専ジュニアキャンパス
―地域社会／産業と密に連携した実践的体験型STEAM教育プログラム―

詳しくは H Pを
ご覧ください 。

小学校、中学校、高等学校を対象とした

科学教育振興助成も募集しています。 

理科離れの背景には、科学技術の専門化による「仕組みの見えにくさ」と
実体験を通じた驚きや発見の機会の減少がある。さらに生成AIの急速な
普及により試行錯誤や検証を経ずに模範解答（的なもの）が得られてしま
う時代となり自ら考え創り出す力を育む教育が求められている。本企画で
は「医療と宇宙の街・久留米」を舞台に久留米高専をハブとした産学官民
の連携の元、「つながる」をキーワードに中学生が主体的に学ぶ体験型
STEAM教育を実践する。医療・福祉・宇宙などの先端科学から久留米絣
やからくり、和算といった地域独自の科学技術遺産までを題材に体験を通
した探究と再発見を促す。自ら課題を見つけ協働して解決する力を育み、
Society5.0に対応する次世代人材を育成する。あわせて地域の文化、
科学や産業の融合から新たな価値を創造し若者による地域再生も促す。
その成果は「久留米発STEAM教育メソッド」として体系化し全国へ発信する。

久留米工業高等専門学校

地域の理数系に優れ
た能力を有する中学
生、理科への興味関
心が高く学ぶ意欲の
ある中学生を募集・
選抜

週末や夏季・冬季休暇中
に、大学が企画した研究
の基礎を学ぶ講義や最先
端研究者の講演、実験、
施設見学、サイエンスを
学ぶ上でのリベラルアー
ツなど、年間を通した体系
的なカリキュラムを実施

さらに研究したい中学生を
選抜し、学内外のメンター
とマッチングさせ、それぞ
れの掘り下げたい研究の
テーマの設定から、科学的
なアプローチの仕方、結果
のまとめ方、発表のしかた
等を指導

地方では学習機会の少ない科学・情報技術の基礎を学び、生徒の科学
への関心・興味を引き上げるプログラムを実施する。またデータに基づく
提案ができる人材を育成し、地域の理科教育活性化につなげる。
「ベーシックコース」ではプログラミングの基礎を学び、自分の関心のあ
るテーマを見つけ、深堀する手段・手法を学ぶ。情報となる要素を分析
し、課題を整理し発表も行う。
「リサーチャー（ジュニア研究員）コース」では、すでに自分の研究テーマ
を持っている生徒が「研究」として学びを深めていく。本学教員や大学
生・地域の教育関係者から助言をもらいながら、自らの研究を追究すると
ともに、研究発表等を通じて発信力を育成する。

企 画 例


